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医療法人 善恵会
長屋病院しょこうしょこう

～前途に見える明るいきざしを目指して～



創刊のごあいさつ

理事長
長屋　孝美

　明治33年に開設された「長屋病院」は、明治42年
吉田城・三の丸口近くに設立され本年で創立125周年
を迎えることができました。豊橋の市電（路面電車）
は大正14年に設立され、豊橋駅から現在の広小路通
りを通り、神明町で大手通りに曲がり北上し、公会堂
から、東田まで現在と同じ軌道を走っております。戦
前は一時、神明町から柳生橋まで南下する軌道もあり
ました。
　いつの時代も、公会堂前に電停があり、それは現在
と同じく長屋病院に隣接しております。長屋病院は、
南側に旧東海道、北に国道１号線上を走る市電を望ん
で、西に大手通りに囲まれて125年間地域医療に励ん
で参りました。今回新設された地域包括病棟４Ｆから
は、遥か吉田城の鉄櫓、市役所、公会堂、聖ハリスト
ス正教会などが見渡せますが、夕暮れ時には、病院前
の歩道橋から、オレンジ灯に浮かぶ公会堂、病院、そ
の下を走る市電は、豊橋の景色に溶け込んでおります。
　また、年末には、「伊奈彦定」さんの「市電のある
風景」カレンダーを毎年恒例に懇意の方々に配布して
おります。このように、豊橋市街の中心地に位置しま
す長屋病院は、今後とも豊橋の方々の健康と安心のた
めに尽くす覚悟でございます。

　1900年、豊橋市に、(医)善恵会 長屋病院という一粒
の種がまかれました。125年の間、その種は順調に成長
し、患者様のニーズに合った医療を提供することにより、
地域に密着した、大きな樹として根をはっています。大
きな樹は、大きな木陰をつくります。その木陰で、一人
でも多くの患者様が健康を取り戻し、安心した日常を
送って頂けるよう日々努力し続けております。上記基本
理念を念頭におき、長年にわたり私共善恵会は医療現場
で地域医療に貢献してまいりました。高齢化の進む昨今、
医療のみでは対応しきれない様々な問題に直面する事も
多くなってまいりました。地域に根付いた外来診療（ファ
ミリードクターとしての総合診療と健康相談・健康診断・
予防接種等）訪問診療・入院診察等に取り組んでおりま
す。しかし、時代の流れと共に急性期、回復期、慢性期
をたどり、在宅にて療養すると云う理想的な流れをたど
れる高齢者ばかりでない現実があります。慢性期の状態
でも医療がまだまだ必要とされる方々、在宅での療養が
困難な方々、個々の家庭環境の問題…様々なケースに対
応できる施設が必要不可欠となります。そこで当院にお
いては病院(医療施設)と介護施設が地域の皆様を中心と
し、情報を共有しながら必要な時に必要な部分をサポー
トさせて頂くシステムになっております。
　当院の最大のポイントは同一施設内での医療と介護の
包括サービスです。医療と介護の両面が、同一施設内で
適切に提供される施設であることです。医療のスペシャ
リスト、介護のスペシャリストがお互いに連携を強め、
協力し、皆様の状況を丁寧に理解し寄り添っていくこと
を目指してまいります。今夏は法人の125周年に合わせ
新棟運用開始の運びとなりました。寄り添える力をます
ます広げていけますよう、進化してまいります。
　

院長
安井　章裕

　長屋病院の整形外科の三重野琢磨です。
出身地は、福岡県田川市です。卒業高校
は、愛知県江南市の尾北高校です。趣味
は、ＴＶスポーツ観戦。（野球、サッ
カー、バスケットボールなど）スナップ
写真撮影、ネットサーフィンです。平成

28年よりボウリングを始めています。
　コロナで３年ほど中止していましたが、令和６年５月より
再開しています。医師として、初期研修は、名古屋中村日赤
病院で行い、整形外科を志望しました。
　その後は、名古屋大学整形外科教室の関連病院（県西部浜
松医療センター、名古屋大学病院、津島市民病院、新城市民
病院、豊橋市民病院）に勤務しました。
　長屋病院では、整形外科とリハビリ科を中心として従事し
ていますのでよろしくお願いいたします。

副院長 三重野琢磨

　広報誌の創刊にあたりお祝いを申しあ
げます。
　わが国の少子高齢化は来年ヤマを迎え
ます。高齢化率がピークに達しそのピー
クは約15年間続くと予測されています。
今後はそれに伴って増大する医療需要に

対応するため医療資源をうまく活用しなければなりません。
そのカギは医療機関の機能分担です。私が長く在籍した豊橋
市民病院はケガや急病など重症で緊急を要する病態や癌など
の難病を中心に検査や治療を行う急性期医療を担っています。
これに対し長屋病院は病状が安定している慢性疾患や障害を
持った患者を中心に医療ケアやリハビリのサービスを提供す
る慢性期医療を長く担ってきました。
　長屋病院は、８月に新しく開設する新病棟で急性期と慢性
の橋渡しとなる回復期医療の提供を始めます。急性期病院で
初期治療を受けたあと活動の障害が残った患者さんが、急性
期病院から転院し、集中的にリハビリテーションを受け在
宅・社会復帰を目指すための病棟です。東三河医療圏にはこ
ういった病床が少なく、回復期病床の増設は当地域の医療体
制を充実させることになるはずです。待望の新病棟稼働の一
助になれるよう、小生も尽力する所存です。

地域医療連携センター長 加藤 岳人
　新幹線に乗るために名古屋駅の吹きさ
らしのホームを進むと、大概は冷たい伊
吹降ろしが痛いほどに頬を刺してくるが、
今朝は柔らかい冬の陽が屋根の切れ目か
ら項に当たってきた。それだけで温い気
持ちになった。今日は小春日和になるか

もと思いながら、いつもの七号車へ向かった。今日は週1回の
お勤めである。列車に乗ると、昇ったばかりの朝日がほぼ真
横からまぶしく射し込んできた。冷えて震えていた体がそれ
を欲しがるように受けている。だから私はカーテンを閉めな
いでそのままにした。外の畑は霜でまだ白く光っている。
　ものの20分ほどすると、体も温もりひと心地つく感じに
なったが、列車はもう豊橋に迫っていた。すると私が好きな
場所、そこは豊川放水路と豊川本流との間で列車の左側に広
がる空間なのだが、そこが見えてくる。そして、実際は川を
挟んで離れているが、遠くからは連なっているように見える
左側の本宮山系と、右の石巻山系の峰々を背にした三州平野
が私を包むように迎えてくれる。そこは、四季折々で、いや
日毎でも異なった色合いを醸し出すが、今朝は、薄く靄でか
すんだ田園に朝を告げるような小春の陽が逆光に跳ね返って
いた。田園にはところどころに冬野菜の畑も見られるが、大
かたの田園は静かに休み、春に備えて力を貯えているようだ。
近くに見えるハウスのビニールが風にゆれていた。
　列車が豊川の鉄橋を渡ると、「豊橋に到着します」という
アナウンスが始まり、それに合わせて静かだった室内がざわ
めいてくる。豊橋駅に降りると、厚いオーバーで着膨れした
駅員が凍える手にマイクを持って、次に来るひかり号への乗
り換えの案内を叫んでいた。いつもと同じ文句を並べている。
それを小耳にはさみながらエスカレーターを上った。今度は
冷たい三河の空っ風が下から項を刺してきた。思わず首を縮
めて「寒ぶっ」とつぶやいた。

  
顧問 長屋 昌宏

　みなさまこんにちは、はじめまして。
この春から長屋病院で勤務させていただ
くことになりました服部弘太郎です。
昭和の高度成長期後半に靴屋の長男とし
て生まれ子供のころの成績はオール２、
アルバイトしながら再受験し運よく地方

の医大に合格。手先が器用だったこともあり卒業後は外科の
道に進み20年近く愛知県の病院で働きました。様々な都合で
この５年間は大学附属の救急外来で働き様々な経験をさせて
いただきました。救急外来は日常的に忙しく患者さんと向き
合う時間などありません。長屋病院は豊橋の中心で100年以
上の歴史があり、今年は地域包括ケア病棟の立ち上げなどま
すます地域からの期待にこたえるべく進歩しています。
　そんな長屋病院で少しでも地域の方々のお役に立てればと
思いお仲間に入れさせていただくことになりました。慢性疾
患の診療や、施設との連携などまだまだ勉強することがたく
さんありますが学べることをうれしく思っています。また
じっくり診療ができ医師としての働き甲斐も感じております。
これまでの経験を活かしできる限り頑張っていく所存ですの
でどうぞよろしくお願いいたします。

外科部長 服部弘太郎

うなじ

もや

三州平野 喜寿の呟き
長屋 昌宏【著】

ときには 癒す
しばしば 和ます
常に 慰む

To cure something

To relieve often

To comfort always
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理事長
長屋　孝美

　明治33年に開設された「長屋病院」は、明治42年
吉田城・三の丸口近くに設立され本年で創立125周年
を迎えることができました。豊橋の市電（路面電車）
は大正14年に設立され、豊橋駅から現在の広小路通
りを通り、神明町で大手通りに曲がり北上し、公会堂
から、東田まで現在と同じ軌道を走っております。戦
前は一時、神明町から柳生橋まで南下する軌道もあり
ました。
　いつの時代も、公会堂前に電停があり、それは現在
と同じく長屋病院に隣接しております。長屋病院は、
南側に旧東海道、北に国道１号線上を走る市電を望ん
で、西に大手通りに囲まれて125年間地域医療に励ん
で参りました。今回新設された地域包括病棟４Ｆから
は、遥か吉田城の鉄櫓、市役所、公会堂、聖ハリスト
ス正教会などが見渡せますが、夕暮れ時には、病院前
の歩道橋から、オレンジ灯に浮かぶ公会堂、病院、そ
の下を走る市電は、豊橋の景色に溶け込んでおります。
　また、年末には、「伊奈彦定」さんの「市電のある
風景」カレンダーを毎年恒例に懇意の方々に配布して
おります。このように、豊橋市街の中心地に位置しま
す長屋病院は、今後とも豊橋の方々の健康と安心のた
めに尽くす覚悟でございます。

　1900年、豊橋市に、(医)善恵会 長屋病院という一粒
の種がまかれました。125年の間、その種は順調に成長
し、患者様のニーズに合った医療を提供することにより、
地域に密着した、大きな樹として根をはっています。大
きな樹は、大きな木陰をつくります。その木陰で、一人
でも多くの患者様が健康を取り戻し、安心した日常を
送って頂けるよう日々努力し続けております。上記基本
理念を念頭におき、長年にわたり医療現場で地域医療に
取り組む中、医療のみでは対応しきれない様々な問題に
直面することも多くなってまいりました。
　私共善恵会は医療現場で地域医療に貢献してまいりま
した。高齢化の進む昨今、医療のみでは対応しきれない
様々な問題に直面する事も多くなってまいりました。地
域に根付いた外来診療（ファミリードクターとしての総
合診療と健康相談・健康診断・予防接種等）訪問診療・
入院診察等に取り組んでおります。しかし、時代の流れ
と共に急性期、回復期、慢性期をたどり、在宅にて療養
すると云う理想的な流れをたどれる高齢者ばかりでない
現実があります。慢性期の状態でも医療がまだまだ必要
とされる方々、在宅での療養が困難な方々、個々の家庭
環境の問題…様々なケースに対応できる施設が必要不可
欠となります。そこで当院においては病院(医療施設)と
介護施設が地域の皆様を中心とし、情報を共有しながら
必要な時に必要な部分をサポートさせて頂くシステムに
なっております。
　当院の最大のポイントは同一施設内での医療と介護の
包括サービスです。医療と介護の両面が、同一施設内で
適切に提供される施設であることです。医療のスペシャ
リスト、介護のスペシャリストがお互いに連携を強め、
協力し、皆様の状況を丁寧に理解し寄り添っていくこと
を目指してまいります。今夏は法人の125周年に合わせ
新棟運用開始の運びとなりました。寄り添える力をます
ます広げていけますよう、進化してまいります。
　

院長
安井　章裕

　長屋病院の整形外科の三重野琢磨です。
出身地は、福岡県田川市です。卒業高校
は、愛知県江南市の尾北高校です。趣味
は、ＴＶスポーツ観戦。（野球、サッ
カー、バスケットボールなど）スナップ
写真撮影、ネットサーフィンです。平成

28年よりボウリングを始めています。
　コロナで３年ほど中止していましたが、令和６年５月より
再開しています。医師として、初期研修は、名古屋中村日赤
病院で行い、整形外科を志望しました。
　その後は、名古屋大学整形外科教室の関連病院（県西部浜
松医療センター、名古屋大学病院、津島市民病院、新城市民
病院、豊橋市民病院）に勤務しました。
　長屋病院では、整形外科とリハビリ科を中心として従事し
ていますのでよろしくお願いいたします。

副院長 三重野琢磨

　広報誌の創刊にあたりお祝いを申しあ
げます。
　わが国の少子高齢化は来年ヤマを迎え
ます。高齢化率がピークに達しそのピー
クは約15年間続くと予測されています。
今後はそれに伴って増大する医療需要に

対応するため医療資源をうまく活用しなければなりません。
そのカギは医療機関の機能分担です。私が長く在籍した豊橋
市民病院はケガや急病など重症で緊急を要する病態や癌など
の難病を中心に検査や治療を行う急性期医療を担っています。
これに対し長屋病院は病状が安定している慢性疾患や障害を
持った患者を中心に医療ケアやリハビリのサービスを提供す
る慢性期医療を長く担ってきました。
　長屋病院は、８月に新しく開設する新病棟で急性期と慢性
の橋渡しとなる回復期医療の提供を始めます。急性期病院で
初期治療を受けたあと活動の障害が残った患者さんが、急性
期病院から転院し、集中的にリハビリテーションを受け在
宅・社会復帰を目指すための病棟です。東三河医療圏にはこ
ういった病床が少なく、回復期病床の増設は当地域の医療体
制を充実させることになるはずです。待望の新病棟稼働の一
助になれるよう、小生も尽力する所存です。

地域医療連携センター長 加藤 岳人
　新幹線に乗るために名古屋駅の吹きさ
らしのホームを進むと、大概は冷たい伊
吹降ろしが痛いほどに頬を刺してくるが、
今朝は柔らかい冬の陽が屋根の切れ目か
ら項に当たってきた。それだけで温い気
持ちになった。今日は小春日和になるか

もと思いながら、いつもの七号車へ向かった。今日は週1回の
お勤めである。列車に乗ると、昇ったばかりの朝日がほぼ真
横からまぶしく射し込んできた。冷えて震えていた体がそれ
を欲しがるように受けている。だから私はカーテンを閉めな
いでそのままにした。外の畑は霜でまだ白く光っている。
　ものの20分ほどすると、体も温もりひと心地つく感じに
なったが、列車はもう豊橋に迫っていた。すると私が好きな
場所、そこは豊川放水路と豊川本流との間で列車の左側に広
がる空間なのだが、そこが見えてくる。そして、実際は川を
挟んで離れているが、遠くからは連なっているように見える
左側の本宮山系と、右の石巻山系の峰々を背にした三州平野
が私を包むように迎えてくれる。そこは、四季折々で、いや
日毎でも異なった色合いを醸し出すが、今朝は、薄く靄でか
すんだ田園に朝を告げるような小春の陽が逆光に跳ね返って
いた。田園にはところどころに冬野菜の畑も見られるが、大
かたの田園は静かに休み、春に備えて力を貯えているようだ。
近くに見えるハウスのビニールが風にゆれていた。
　列車が豊川の鉄橋を渡ると、「豊橋に到着します」という
アナウンスが始まり、それに合わせて静かだった室内がざわ
めいてくる。豊橋駅に降りると、厚いオーバーで着膨れした
駅員が凍える手にマイクを持って、次に来るひかり号への乗
り換えの案内を叫んでいた。いつもと同じ文句を並べている。
それを小耳にはさみながらエスカレーターを上った。今度は
冷たい三河の空っ風が下から項を刺してきた。思わず首を縮
めて「寒ぶっ」とつぶやいた。

  
顧問 長屋 昌宏

　みなさまこんにちは、はじめまして。
この春から長屋病院で勤務させていただ
くことになりました服部弘太郎です。
昭和の高度成長期後半に靴屋の長男とし
て生まれ子供のころの成績はオール２、
アルバイトしながら再受験し運よく地方

の医大に合格。手先が器用だったこともあり卒業後は外科の
道に進み20年近く愛知県の病院で働きました。様々な都合で
この５年間は大学附属の救急外来で働き様々な経験をさせて
いただきました。救急外来は日常的に忙しく患者さんと向き
合う時間などありません。長屋病院は豊橋の中心で100年以
上の歴史があり、今年は地域包括ケア病棟の立ち上げなどま
すます地域からの期待にこたえるべく進歩しています。
　そんな長屋病院で少しでも地域の方々のお役に立てればと
思いお仲間に入れさせていただくことになりました。慢性疾
患の診療や、施設との連携などまだまだ勉強することがたく
さんありますが学べることをうれしく思っています。また
じっくり診療ができ医師としての働き甲斐も感じております。
これまでの経験を活かしできる限り頑張っていく所存ですの
でどうぞよろしくお願いいたします。

外科部長 服部弘太郎

うなじ

もや

三州平野 喜寿の呟き
長屋 昌宏【著】

ときには 癒す
しばしば 和ます
常に 慰む

To cure something

To relieve often

To comfort always
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 長屋医院開設
 

明治40年　長屋病院開設

大正12年　長屋病院　愛知県許認可

昭和61年　医療法人善恵会長屋病院
 26床開設　外科・小児外科増設
 
平成18年　第一期工事完成　病院リニューアルオープン
 介護部門スタート　グループホームふくろう開設　デイケアセンターふくろう開設
平成24年 ケアプランセンターふくろう開設
平成25年　 第二期工事完成　41床開設
　 CT画像診断装置設置、レントゲンパックス装置設置、胃カメラ内視鏡検査設置、
 血液ガス分析装置、人工呼吸器設置、心電図装置リニューアル
 地域包括支援センター開設
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令和６年　第三期工事完成　病棟増設84床
 地域包括ケア病棟運用準備開始

 内視鏡室運用開始、リハビリセンター増設
　

壮年期の長屋善作
（初代院長）

大正時代の長屋病院

食　堂
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